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料から、19 世紀末から 20 世紀前半までの長い期
間を念頭に置きつつ、体操とナショナリズムの関
係について分析を行いました。その際、アルコー
ルと都市化・産業化、スポーツと体操の違い、身
体観と反ユダヤ主義といった論点を交えながら、
巨大なマスゲームが登場する背景について大まか
な説明を行いました。私自身は歴史を専門として
おりますが、例えば、『宴会新聞』というミクロな
史料を目の前にしたとき、そこから何を見出すこ
とができるのか。その読み解きの作業過程をご紹
介した次第です 4。
なお、最初に申し上げたように、こうした運動
は中央ヨーロッパだけのものではなく、いわゆる
「近代化」を経験した社会であれば、どこにおいて
も類似の現象が存在したと言えます。今回は時間
の関係であまり紹介できませんでしたが、例えば、
日本の運動会やラジオ体操も興味深い現象ですし、
すでに多くの研究が行われています。地域研究者
の場合、自分が研究対象とする地域に関心が限定
されがちですが、こうした地域を越えた共通の現
象を比較していくことも重要な課題と考えていま
す。
４　チェコの体操運動については、拙著『身体の国民化：多極
化するチェコ社会と体操運動』北海道大学出版会、2006 年、
ドイツの体操運動については、小原淳『フォルクと帝国創設：
19 世紀ドイツにおけるトゥルネン運動の史的考察』彩流社、
2011 年、を参照。
